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高
齢
者
の
雇
用

・
就
業
を
め
ぐ
る
法
制

度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

っ
て
、

高
齢
者

の
就
業
促
進
が
社
会
保
障
財
源
の
面
か
ら

社
会
的
な
要
請
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

女

性
の
活
躍
促
進
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
緩
和
な
ど
と
並
ん
で
、

労
働
力
不
足

へ
の
対
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」
で
は
、

全
世
代

型
社
会
保
障

へ
の
改
革
と
し
て

「
７０
歳
ま

で
の
就
業
機
会
確
保
」
を
謳

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

厚
生
労
働
省
は
７０
歳
ま
で
の

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
と
し
て
、

従
来

の
①
定
年
引
上
げ
、

②
継
続
一雇
用
制
度
の

導
入
、

③
定
年
廃
止
、

に
加
え
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
や
社
会
貢
献
活
動
と
い
っ
た
一雇
用

以
外
で
の
就
業
支
援
を
事
業
主
の
努
力
義

務
と
す
る
、

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改

正
を
国
会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、

６５
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用

確
保
措
置
が
雇
用
と
年
金
と
の
接
続
を
主

眼
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

今
回
は
年
金
一

支
給
開
始
年
齢
を
引
き
上
げ
る
政
策
は
考
一

え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
改
革
で
は
、

被
用
者
保
険
の
・

適
用
拡
大
の
ほ
か
、

年
金
の
受
給
開
始
年
一

齢
を
７５
歳
ま
で
繰
下
げ
ら
れ
る
柔
軟
化
が
・

脚
わ
詢
鮨
黎
随
許
”
ダ
娘
焼
ギ
繭
醐
鵜
唆

年
金
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
一

が
、
迷
走
の
末
、
６５
～
７０
歳
ま
で
の
在
職
十

老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と
な
り
一

ま
し
た
。
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今
後
、

高
齢
者
一雇
用
に
お
け
る
賃
金
決
一

定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
な
の
が
、

！

令
和
７
年
度
か
ら
見
込
ま
れ
る
一雇
用
保
険

の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
縮
小
で
す

（
そ
の

一
方
で
、

６５
～
７０
歳
ま
で
の
高
年

齢
者
就
業
確
保
措
置
の
導
入
等
に
対
す
る

支
援
が
雇
用
安
定
事
業
と
し
て
始
ま
る
予

定
で
す
）
。

６５
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用

確
保
措
置
が
定
着
し
、

そ
の
役
目
を
終
え

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
在
職
老
齢
年
金
と
合
わ
せ
て
、

定
年
後
再
一雇
用
者
の
賃
金
の
在
り
方
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
給
付
措
置
が

縮
小
と
な
れ
ば
、

今
後
は
同

一
労
働
同

一

賃
金

へ
の
対
応
も
合
め
て
、

賃
金
制
度
の

見
直
し
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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拡充されたフレックスタイム制①
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平
成
１０
年
４
月
に
変
形
労
働
時
間
制

の
一
つ
と
し
て
導
入
さ
れ
た
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
は
、　

一
定
の
清
算
期
間
の
総

労
働
時
間

（所
定
労
働
時
間
）
を
定
め

て
お
き
、

労
働
者
が
そ
の
範
囲
内
で
各

国
の
始
業

・
終
業
時
刻
を
決
め
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

今
回
の
最
も
大
き
な
改
正
点
は
、

清

算
期
間
の
上
限
が
３
カ
月
に
延
長
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

従
来
は
清
算
期
間
の
上

限
が
１
カ
月
と
さ
れ
、

実
際
に
働
い
た

時
間
が
所
定
労
働
時
間
よ
り
も
多
か
っ

た
り
、

少
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
に
、

そ

の
過
不
足
を
１
カ
月
ご
と
に
清
算
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
１
カ
月
以
内

合
、

特
定
の
時
期
に
業
務
が
集
中
し
て

過
重
労
働
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、

そ
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

新
た
な

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、

就
業
規
則
な
ど
に
定
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

に
関
す
る
労
使
協
定
を
締
結
し
、

所
轄

は
協
定
の
有
効
期
間
、
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
ぼ
清
算
期
間
１
カ
月
以
内
の
場
合
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

届
出
の
違
反
に
は

３０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

（労
基
法
１
２
０
条
１

号
）。ま

た
、

清
算
期
間
が
１
カ
月
を
超
え

一一

１
カ
月
超
の
清
算
期
間
の
場

合
、

週
平
均
５０
時
間
以
下
に

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
よ
り
、

昨
年
４
月
か
ら
労
働
者
が
始
業

・
終
業
の

時
刻
を
決
め
て
働
く
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
も
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

上
手
に
活

用
で
き
れ
ば
、

育
児

・
介
護
を
抱
え
る
人

や
、

副
業
や
自
己
啓
発
に
取
り
組
む
人
に

と
っ
て
は
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
効
率
的
に
働
け
る
制
度
に
な
る
で

し
ょ
う
。

の
清
算
期
間
で
運
用
す
る
場
合
に
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
が
、
１
カ
月
を
超
え
て
、

例
え
ば
上
限
の
３
カ
月
で
運
用
す
る
場

労
基
署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
１
カ
月
以
内
の
場
合
も
労
使
協
定
の

締
結
は
必
要
で
す
が
、

届
出
の
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）。

労
使
協
定
で
定
め
る
事
項
は
、

①
対

象
労
働
者
の
範
囲
、

②
清
算
期
間

（３

カ
月
以
内
）、
③
清
算
期
間
に
お
け
る
総

労
働
時
間
、

④
標
準
と
な
る
１
日
の
労

働
時
間
、

⑤
コ
ア
タ
イ
ム
を
定
め
る
場

合
は
そ
の
時
間
帯
の
開
始

・
終
了
時
刻
、

⑥
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
を
定
め
る
場
合

は
そ
の
時
間
帯
の
開
始

・
終
了
時
刻
、

⑦
清
算
期
間
が
１
カ
月
を
超
え
る
場
合

る
場
合
、

過
重
労
働
と
な
ら
な
い
よ
う

１
カ
月
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
ご
と
に
、

そ
の
各
期
間

（最
後
に
１
カ
月
未
満
の

期
間
を
生
じ
た
と
き
は
当
該
期
間
）
の

１
週
間
平
均
の
労
働
時
間
が
５０
時
間

（完
全
週
休
２
日
制
の
場
合
で
、
１
日

当
た
り
２
時
間
相
当
の
時
間
外
労
働
を

行
う
水
準
を
想
定
）
を
超
え
な
い
範
囲

内
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（労
基
法

３２
条
の
３
第
２
項
）。

な
お
、

週
平
均
５０
時
間
を
超
え
て
労

働
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

時
間
外

労
働
と
な
る
た
め
三
六
協
定
の
締
結
と
、

週
平
均
５０
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た

時
間
に
つ
い
て
の
割
増
賃
金
の
支
払
い

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
】こ
の
場
合
の
割
増

賃
金
に
つ
い
て
は
、

清
算
期
間
の
途
中

で
あ
っ
て
も
当
該
月
に
お
け
る
割
増
賃

金
と
し
て
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
改

正
点
の
概
要
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た

が
、

次
号
で
は
、
１
カ
月
を
超
え
る
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お
け
る
時
間
外
労

働
の
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
な
ど
、

実
務
的

な
留
意
点
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。


